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DOWA ホールディングス株式会社 

（コード番号︓5714 東証 1 部） 

リチウムイオン電池の受⼊拡⼤、安全な処理と効率的な⾦属リサイクルを両⽴ 

当社（東京都千代⽥区外神⽥ 4 丁⽬ 14 番 1 号 資本⾦:364 億円 社⻑:関⼝ 明）⼦会社の DOWA
エコシステム（株）（同所 資本⾦:10 億円 社⻑:⾶⽥ 実）は、リチウムイオン電池の安全な処理と効率的な
⾦属リサイクルを⾏い、受⼊を拡⼤するため、2019 年 1 ⽉から秋⽥県⼤館市において無害化後のリチウムイオン電
池の再資源化ラインを稼働させます。 

 
リチウムイオン電池は電化製品や HV/EV などの⾃動⾞、住宅向けに普及が拡⼤しています。⼀⽅、廃棄・解体

時には感電や発⽕などの危険性もあること、⾦属価格の変動により回収した製錬原料の価値が左右されることなど
から、安全で効率的な回収・リサイクル体制の整備が望まれています。 

 
DOWA エコシステム（株）は、2018 年 10 ⽉から（⼀社）⽇本⾃動⾞⼯業会が⽴ち上げたリチウムイオン電

池の共同回収スキームに参画しており、電池リサイクル施設として DOWA グループのエコシステム秋⽥（株）および
エコシステム⼭陽（株）が登録されています。 

現在は、DOWA グループが保有する複数の⼤型焼却炉で、熱処理によりリチウムイオン電池を無害化した後、
鉄と鉄以外の⾦属混合物に分け、⾦属混合物は同じく DOWA グループのメルテック（株）で溶融して、建設資材
⽤の⼈⼯⾻材と製錬向けの原料にリサイクルしています。 

 
今回稼働させる再資源化ラインは⽉間約 100 トンの処理能⼒を有し、熱処理による無害化後の電池を、鉄、アル

ミ、銅、コバルト・ニッケル混合物などに分離します。これにより、現在よりも効率よくそれぞれの製錬原料にリサイクルする
ことが出来、安全な処理と⾼効率なリサイクルを両⽴することが可能になるため、リチウムイオン電池の受け⼊れを拡⼤
していきます。 

今後は、リチウムイオン電池の廃棄やリサイクルの需要⾼まりなどに応じ、再資源化ラインの能⼒拡⼤や⾼付加価値
化も検討していきます。 

 
DOWA グループは、廃棄物の適正処理や再資源化など環境・リサイクルサービスの強化を引き続き推進し、地球環

境の保全に貢献していきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

リチウムイオン電池の製造、処理、⾦属リサイクルのフロー概念図 
この件に関するお問い合わせ先 

お引き合い等のお問い合わせ先︓DOWA エコシステム (株) ウェステック事業部 TEL: 03-6847-1231 
本リリースに関するお問い合わせ先︓DOWA ホールディングス (株) 企画・広報部⾨ TEL: 03-6847-1106 


